




















 要約:平成 9年 11 月より平成10 年 2月末までの 3ケ月、病院群輪番制に参加している病

院およぴ救命救急センターにおいて、乳幼児の突然死症例について調査を行った。集計さ

れた症例は男が 28 例、女が 23 例の 51 例で、0歳が 32 例、1 歳が 12 例、2 歳が 5 例など

で、これらは同時期発生した突然死の半数をカバーしていると思われた。

　基礎疾患のあるものが 51 例中 25 例の 49%みられ、その内訳は心疾患 9 例、精神神経発

達遅延・脳性麻痺 4例などであった。

　今後、突然死を減らすためには、基礎疾患のあるものに対する管理の徹底、CPR を含め

自宅での管理のための教育の充実、病因を明らかにするための剖検率のアップなど長期的

な対応が必要と考えられた。


